
令和６年度　学校関係者評価（結果）

学校番号 62208 学校法人脇谷学園　静岡南幼稚園 記載者 青島範明

学校教育目標

教育方針

評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

4

保護者が幼稚園探しを始める際、まず
インスタグラムやホームページで情報
を確認することが一般的である。子ど
も達の活動を随時発信しているため、
その情報が保護者に伝わり、園児獲
得につながっている。また、未就園児
対象のイベントの多さが幼稚園をア
ピールする絶好の機会となっている。

インクルーシブ教育の新たな取り組みを全面に
打ち出すことで、園の魅力をさらにアピールして
いく。すべての子ども達が参加できる環境を整
え、サポート体制を充実させることで、多様性を
尊重した教育の実現が期待される。また、未就
園児向けの行事の継続も重要であり、こうした
行事を通じて、幼稚園の雰囲気や教育方針を
保護者や地域に伝えることが必要である。これ
により、入園前の不安を軽減し、親子ともに安
心して園生活をスタートできるような広報に努め
る。

5

教材アプリを利用して子供達が自分で撮った写
真で塗り絵をしたり、様々な音を録音したりする
ことで、遊びの幅が広がった。また、特別支援
コーディネーターの教員に相談することで、不
安を感じている保護者から高い評価を得てい
る。発達に関する心配事がある際、ネットで情
報を収集することができるが、どの情報が正し
いか分からなくなり、混乱することもある。その
ため、適切な機関への紹介や、話を聞いてもら
得る環境が構築され、保護者の安心感につな
がった。

進路となる小学校や中学校との連携を強
化し、近隣の小学校との関わりや卒園児・
父兄との関係を深めることが重要である。
また、教材アプリをさらに活用することで、
園児たちが自分で撮った写真で塗り絵をし
たり、様々な音を録音するなど、自らが主
体となって遊べるような教育環境づくりを
する。

4

「あそびっこ」「リズム遊び」「フットボール」「英語」「スイミング」な
ど、様々な活動が充実している点をインスタグラムやホームペー
ジで紹介するのは良いアイディアである。教材アプリで遊んでい
る様子を紹介することも、保護者にとって興味深い内容となる。
一方、小学校での英語教育が始まっており、英語あそびが月に2
回程度しか行われていないのはもったいないと感じるので、増や

すことを検討しても良いかもしれない。さらに私立小学校体験や
提携園になったことで、以前よりも私立小学校が身近に感じら
れ、小学校進学の選択肢が増えたと考えられる。

幼児教育への取り組みを外部にアピール
するには、いくつかの課題がある。まず、
保護者や地域社会に活動の様子を効果
的に伝えることが重要。これには、インスタ
グラムやホームページを活用して、日常の
活動や特別なイベントの写真やビデオを
公開することが役立つ。これにより、保護
者が園の雰囲気や活動内容をリアルタイ
ムで知ることができ、安心感が生まれる環
境を整える必要がある。

領域 ねらい 評価項目 今年度の達成目標 昨年度の実績 評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

学校経営
・

教育課程 ・
指導方法

適切な教育課程が編成され、学習
目標・計画が明示され、日常の学
習活動を効果的に展開する。

教育課程、教育目標・計画・指
導、課題実

・今後もあそびっこの取り組みを
継続し、個々の子どもの能力を見
極め、柔軟に対応していく。また、
クラス担任との連携を強化し、保
護者に園の教育方針やプログラ
ムの意味や理論的背景を啓発す
る活動も重要となるので、プログラ
ムの意味を広く理解してもらう為
の活動をする。

・遠足や多くの園外での活動は、
子ども達にとって貴重な経験であ
り、今後も継続して実施してく。

・あそびっこのプログラムでは、運
動遊びを通じた体力作りや、幅広
い発達領域を促進する教育プログ
ラムが展開され、子どもの主体性
やコミュニケーション能力を育む取
り組みが評価される。

・フットボールでは、単なる運動だ
けでなく、チーム作りや戦略の考
え方を学ぶことが、幼児期に対話
する能力をつける取り組みが驚き
だった。

・写真を使った日々の振り返りは、
子供の成長を促し、自信ややる気
を高めるだけでなく、保護者とのコ
ミュニケーションにも繋がった。

4

「あそびっこ」を通じて年中・年長の子
ども達に発達に応じた運動遊びを実施
し、基礎的な動きや体力強化をするこ
とができた。また、園の行事や発表の
際には、子ども達自身が主体的に何を
したいか、どのように作りたいかを考
え、工夫しながら取り組む姿勢を尊重
する教育環境が整えられていた。

教員達が年齢に応じた子どもの主体
的な取り組みを応援し、サポートする
姿勢が素晴らしく、教員の創意工夫に
よって季節やテーマに沿った教室の装
飾、歌、遊戯、絵本などが準備され、
一貫性のある体験や学びが提供され
ていた。クラス担任に裁量が認められ
ている点も良いと感じる。

ＡＬＴ（外国語指導助手）による英語遊
びや外部講師によるフットボールな
ど、他の園では珍しい活動や遠足の
多さは、静岡南幼稚園の大きな強みで
ある。これらの活動を今後も継続し、
園児達に多くの経験と刺激を与えてほ
しいと願っている。

「ダンスあそび」から「あそびっこ」、さら
には「フットボール」と学年が上がって
いくと、身体を動かす楽しさから、基礎
体力・基礎運動能力の強化、そして考
えながら運動する力を備えるような段
階的なプログラムをもっと保護者や入
園希望者に理解してもらう活動をす
る。

園内の活動だけでなく、園外の活動に
も積極的に取り組むことで、園児たち
に多くの経験を積ませ、その経験値を
使って、活動に対する幅を持たせる教
育をする。

安全管理

日常から防災に対する意識を高
め、予期せぬ災害時に適切な対
応ができる体制作りをすることが
必要。また、学校としても校内の
危険個所の定期的な点検、園バ
スの安全運行といった意識を常に
持ち合わせる。
園児の健康管理のための検診計
画を作成・実行し、疾病者に対す
る治療勧告を行う。

防災訓練（校内・校外）、災害時の
対応、安全な教育環境、安全なス
クールバスの運行、検診計画、健
康管理指導

・安全なバス停の確保や警察、警
備会社との連携を強化する。

・季節ごとの病気対策や車の送迎
ルールの厳守を徹底し、保護者に
も定期的にルールを周知するため
の情報提供を行う。

・今後もあそびっこの取り組みを継続し、
個々の子どもの能力を見極め、柔軟に対
応していく。また、クラス担任との連携を強
化し、保護者に園の教育方針やプログラ
ムの意味や理論的背景を啓発する活動も
重要となるので、プログラムの意味を広く
理解してもらう為の活動をする。

・遠足や多くの園外での活動は、子ども達
にとって貴重な経験であり、今後も継続し
て実施してく。

4

事故なくバスの運行ができたことが良
かった。また、感染症の流行はまだ続
くと予想されるため、対応を速やかに、
かつ安全に行うことが重要である。園
バスの安全対策についても迅速な対
応が見られ、保護者としても安心した。
来園者への警戒だけでなく、万が一不
審者が侵入した際の実践的な訓練も
行っており、先生方と生徒たちがどの
ように行動すべきかを学ぶことで、さら
なる安心感を提供。

安全ブザーの設置により、安全対策が
強化され、人数確認と安全ブザーの使
用で今後も安全に努めていただきた
い。また、保護者側もコミュナビを活用
し、確実に欠席連絡を行う必要があ
る。

新年度に配布する手紙には、幼稚園
に入る際にはインターホンを押すよう
に記載することを検討しても良い。現
在、英語やくじゃくのお迎えの際にイン
ターホンを押すか迷う方が多いため、
こうした場面ではインターホンを押すよ
うに周知していくと良い。

基本的な運動能力を高めることで、子
ども達の健康を守ることができると考
えられるので、「あそびっこ」の活動を
通じて、体力をつけることや病気になり
づらい体作りを目指す。

主に遊戯室での活動が多いため、外
道路での活動にも目を向けて交通安
全や不審者対策に注意を払っていく。
外での活動を通じて、子ども達が安全
に楽しく過ごせる環境を整えることが
重要である。

子育て支援
年間を通じて、本園独自の子育て
支援活動に積極的に取り組む。

年間を通じて、開園日の預かり保
育及び長期休業中の預かり保育
の実施、入園希望者に対する園
の公開活動、未就園児を対象とし
た本園独自の活動の展開

・未就園児たちが幼稚園に来てく
れることが第一なので、未就園児
向けのイベントを継続し、内容に
ついては研修会などに参加して内
容の充実を図る。

・就学後の学校適応に関する保護
者の不安に応えるため、卒園生の
同窓会や保護者の「立ち寄れる
場」を提供するニーズがあるが、
教諭の負担を考えながら、前向き
に検討したい。

・未就園児が楽しめるイベントを継
続し、食物アレルギーや発達につ
いて気軽に相談できる雰囲気を作
る。また、父親の育児参加を促進
するためのアピールも行なう。

・預かり保育の拡充や未就園児を
対象としたリンゴちゃんルームを
通じた保護者の交流の場が提供
されていることが評価される。

・親子ふれあいあそびや園庭開放
を通じて、未就園児の保護者に
とっては、日常的な心配事や情報
収集の場が持て、園の様子や行
事の公開により、入園前から幼稚
園のイメージが持てる点が好評価
を受けている。

・働く保護者にとって預かり保育は
大変ありがたいサービスであり、
園の広報活動やインスタでの未就
園児活動の報告が入園前の信頼
関係構築に役立っている。

4

未就園児行事を多く取り入れたことは非常に良
かったと感じる。これにより、未就園の子どもと
親のサポートを通じてスムーズな移行を目指す
試みが行われていた。アンケートを実施し、預
かり保育の実態や保護者のニーズを把握する
こともできた点が良かった。また、幼稚園入園
前に子供同士・保護者同士のコミュニケーショ
ンを図る場が設けられているのは良い。外に出
て、ちょっとした悩みを先生や友達、初めて会っ
た方に聞いてもらえることでリフレッシュでき、
育児を頑張ろうと思えるので、これからも続け
て欲しい。

預かり保育については、利用時間帯や曜日、
料金についてのさらなる実態調査やニーズ確
認が必要と考えらる、保育園や託児、シッター
との住み分けもあるため、すべてに応じる必要
はないのではないかとも思われる。重点目標に
ある「時代を見据えた教育環境を展開する」と
のことについては、発達に特性のある園児の保
護者へのアプローチやキラキラ個性をテーマに
している点はとても手厚く感じる。一方で、提携
園として位置づけるには私学を目指す子への
アプローチが今後の課題として見える。

長期休暇における預かり保育の料金設定につ
いても、もう少し検討して欲しい。現在、料金の
値上げが行われており、幼稚園選びに悩んで
いるという話を聞く。幼稚園の経営に関わること
なので難しいと思うが、長期休暇中の預かり保
育については、1時間単位での請求が助かると
いう声もあるので、今後の対応を期待したい。
現値上げした子たちの妹や弟が2、3年後に入
園し、兄弟で預けた際の1日の負担が大きくな
り、そこに対する対応が課題となる。

発達に関する様々な心配を持つ保護
者に対して、幅広いサポートの窓口を
設け、多様な方法で関わりを持つこと
が重要だと感じている。保護者が安心
して相談できる環境を整えることで、子
ども達の発達支援をより効果的に行う
ことができると思う。

入園を希望する家庭に対して、行事の
通達を確実に行うことが求められる。
スムーズな情報伝達を通じて、親御さ
んが園の活動に参加しやすくなるよう
努める。

2　時代を見据えた教育を展開する。

3　５年度・１０年後を見据えた本園の姿について検討する。

・学校教育法及び幼稚園教育要領に従い、幼児教育の役割を遂行する。
・家庭では体験できない新たな世界と出会いの場を設け、幼児の自立に向けた基礎を育成
　することをねらいとした教育を目指す。

遊びを通して様々なことを学び、互いの考えを尊重しながら、自己を確立する。

【総合評価】
　教職員以外で本園にかかわりをもってくれる方々から、各項目において高い評価が得られたことは、喜ばしいことである。本年度
においては、教職員一同も目標とすることをやり切った感が強く、そのプロセスや結果を客観的に評価してもらえたことは、成果が
上がっていることと考えられる。一方、それぞれの項目で抱える課題、さらには要望なども出ており、教職員一同は、その点をどう
解決していくか考え、次年度実行に移していくことが求められる。教育の世界においては、兎角例年通りとされることが多いが、旧
来のものの踏襲では進歩・発展を望むことはできない。常に、新たな目標を掲げ、前年度以上の成果を残すことが求められると考
えるので、今後も迷うことなく挑戦する姿勢を持ち続けたいと考える。加えて、少子化がさらに進行する中、園児獲得が一層厳しくな
ることが予想されるので、未就園児を中心に、本園の特徴をよりアピールする方法を考える必要がある。さらに、次年度以降、小学
校への進学の選択肢として、私立小学校への進学を視野に入れる保護者が増えてくれるよう、啓発活動を積極的に展開したいと
思う。公立・私立共に良いところがあり、園児にとってベストな進路がどこにあるのかを、保護者と共に考えて行きたい。

今年度の重点目標

1　少子化がさらに進行する中、目標園児数（収容定員）を獲得する。



特別支援教育
支援が必要な子、気になる子への
対応をすると共に、特別支援計画
をたて実行する。

支援計画・支援体制の確立、巡回
訪問カウンセリングの活用、療育
施設との園児に関する情報交換、
保護者との情報交換

・療育施設の関係者、保護者、そ
して病院の医師との三者で連携を
取り合い、面談やカウンセリング
の内容を、支援が必要な子どもの
ために十分いかせるような支援体
制を構築する。

・支援コーディネーターを置き、療
育施設・病院・保護者・本園との連
携を密にする体制を作る。

・特に「所謂グレーゾーンの子ど
も」に関しては、長期間にわたり見
守り、その子の状況を理解し、保
護者にも理解を促す取り組みを行
う。

・先生方が保護者と子どもに寄り
添う姿が感じられ、面接の機会も
増えていることが評価される。

・子どもの特性を理解し、個別体
制での対応が行われていることに
安心感を覚える保護者も多い。

・インクルーシブ教育への取り組
みや、一人ひとりのペースに合わ
せた教育が行われていることが認
められている。

5

特別支援コーディネーターを設置する
ことで、より一人一人の子どもに目を
向ける機会が増え、保護者にもその取
り組みが伝わったのではないかと感じ
た。専用の面接室やプレイルームを開
設した点も高く評価され、子ども達が
安心して相談できる環境が整えられて
いる。

独立した特別支援コーディネーターを
置くことで、子どもの発達に合った療育
施設や病院を紹介してもらうことがで
きている。気になることがあってもどう
すれば良いかわからず悩む保護者に
対して、面談室を設け相談しやすい環
境を整え、安心感を与えている。また、
コーディネーターは資格取得にも意欲
的であり、専門性を高めるために努力
している。

特別支援コーディネーターが地域の療
育や医療機関と連携を図るために活
動している点が特に素晴らしいと思う。
保護者に対しても特別支援コーディ
ネーターの存在と活動が広く周知さ
れ、「特別な子」だけが利用する場で
はなく、発達に関する気軽な相談の場
として認識されることが期待される。保
護者にとっても心強い存在となり、園
にとっても大きな強みであると感じる。

特別支援コーディネーター、クラス担
任、そして家庭の連携が大切であると
感じている。特に、家庭の理解と協力
を得るために、特別支援コーディネー
ターを中心に園全体で子ども達の支
援を行うことが重要である。これによっ
て、子ども達が最適な環境で成長でき
るようサポートしていくことが求められ
る。

教育環境
園児たちが楽しんで教育活動に取
り組める環境づくに工夫をする。

「週案」及び「日案」における計画
的な教育活動の実施、日常の教
育活動の展開のうえで、興味・関
心を高める工夫、活動の振り返り
による次の活動に対するモチベー
ションを高める

・日常の教育活動を行っていく中
で、事前に計画した週案や日案通
りにならないことを常に予測しなが
ら、状況にあったフレキシブルな
教育活動を展開する。

・発達障害の子ども達にとって、教
室内の刺激や情報が過多になり
がちになるので、クールダウンで
きる避難場所となる部屋等を準備
する。

・県外からの転入園児や外国籍の
入園者も多いため、静岡県の特産
品や名所を知る機会を活動に組
入れ、静岡の文化を教える機会を
持つ。同時に、地元から入園してく
る園児たちは、静岡以外の文化
を、子どもたち同士の交流の中か
ら学び、異文化理解を相互に行う
体制を救る。

・壁に貼られた作品や備品などに
興味を持たせる「しかけ」が施され
ており、図書コーナーも充実してい
る。子ども達がリラックスできるス
ペースやクールダウンの場として
も活用でき環境が整っている。

・イベントや外部講師の活用も充
実し、子ども達が楽しく学べる環境
が整えられている。・日常の園生
活でも子どもの気持ちに寄り添い
ながら進められており、保護者に
も子どもの成長が伝えられる機会
が提供されている。

・学期末の「がんばったねの会」で
は、子ども達が自分の頑張りを振
り返り、自信を持つ機会を得られ
ており、子どもたちの自己肯定感
を高めることにつながっている。
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幼稚園では準備と環境整備がしっかりと行わ
れている様子が感じられる。保護者の協力のも
と、本が整理され、推薦図書が並べられるな
ど、図書コーナーがさらに充実してきた。畳の
コーナーについてはダニの問題があるかもしれ
ないが、設置を検討して欲しい。また、設置図
書については、古くなったものもあり、修理の必
要性があるので、保護者のボランティアを募る
などして対応をするとよい。

タブレットとアプリの導入は画期的であり、今後
の展開に期待している。ただし、保護者の不安
もあるかもしれないため、幼児期からできるタブ
レットやネットとの付き合い方について、保護者
と共に考えていく場を設けることが求められる。
教室は整理整頓されており、壁には季節ごとの
作品や飾り付けが施され、子ども達が楽しむこ
とができる。行事の写真が貼られており、子ど
も達も自分の成長を感じることができ、写真を
見ながら思い出話をしてコミュニケーションが図
れると感じた。

発達障害のお子さんが刺激や情報が過多にな
らないよう、クールダウンできる避難場所の設
置が心の安心につながっている。とてもかわい
い避難場所が設置されており、その点も評価で
きる。

トイレが怖い園児に対しては、トイレのドアに好
きなキャラクターを貼り、安心して入れるように
するなど、一人一人の気持ちに寄り添った対応
がされている。

日々の子どもの様子や、外やお部屋
での活動の取り組み、得意や不得意、
好き嫌いなど、全てを把握することは
難しいと感じている。しかし、一つ一つ
を見守りながら、子ども達の成長につ
なげることが大切だと思う。これからも
丁寧に子ども達を見守り、成長を支え
ていきたい。

研修

教育内容が問われる時代、教職
員の資質向上が常に求められる
ので、計画的かつ時代が求める教
師となっていくための研修を的確
に実施し、各教職員が個々のスキ
ルを上げていく体制作りをする。ま
た、研修内容を共有化していくた
めのシステム作りをしていく。

計画的な研修体制の確立、校外
研修への参加、研修報告会の実
施

・自己研鑽のため、研修会への参
加を継続していく。

・研修を受けた教員が得た知識や
情報を全体に伝えるために、ボイ
スレコーダーなどを活用して一部
抜粋することなので、全教員に研
修内容が伝えられるような機会を
設定する。

・教諭のキャリアや興味関心に応
じて、研修への参加ができる環境
を整えることが重要であり、教諭
の余裕や余力も維持することが必
要。

・保育時間や業務の合間に研修
に参加し、常に学び続ける教師の
姿勢は、評価に値する。

・時代の変化に合わせて教育のス
タイルや内容も変化するものの、
そこに合わせたスキルアップをす
ることだけに焦点をあてるのでは
なく、本園の変わらない価値観や
原則も大切にしながら、スキル
アップに取り組むのは大変なこと
だが、意識しながら研鑽に努めた
ことには敬意を表す。

4

現場で研修した内容を取り入れる際に
は、臨機応変な対応が重要である。研
修の機会が教諭にとってリフレッシュ
の一環となることを期待している。現
在、研修は対面形式が多いが、オンラ
イン（オンデマンド）研修も積極的に活
用する必要がある。

将来的には、先生方のアウトプットの
場として希望制で保護者への勉強会
を開催するのも面白いと思う。特に発
達に関する話は、保護者会の際に時
間が足りず、興味のある保護者も多い
のではないかと感じる。この点で「子育
て支援」として卒園児へのフォローにも
つながると考えている。

忙しい業務の合間に様々な研修に参
加し、スキルアップを図っている。ま
た、研修で得た情報を園内に持ち帰
り、他の職員と共有することで、全体
のレベルアップにもつなげていく。

得意な分野の更なる追求に力を入れ
て取り組んでいる。自身の強みを活か
し、より高いレベルを目指すことが重
要だと感じた。また、苦手な分野につ
いても積極的に研鑽を積む姿勢を大
切にしていく。これによって、総合的な
スキルアップを図り、子ども達の成長
を支える力を養っていく。

保護者、地域住民と
の連携

保護者や地域諸団体や地域住民
との交流・連携を図る。

保護者の会との情報交換、学校
運営に対する外部団体の参画、
外部要望の学校運営に対する反
映、保護者に対する協力依頼

・外部からの様々なオファーに対
応することは重要であるので、こ
れからも可能な限り受けて参加す
る。

・地域の方々との交流は子ども達
の視野を広げ、良い刺激になるの
で、積極的に取り組む。・園長が
化学実験を行う機会を設定し、子
ども達の知的好奇心を高めるよう
にする。

・保護者や地域住民との連携は安
全管理や不審者からの保護にも
役立つので、こうした交流の機会
は大切にしてきた。

・学年懇談会では、学年主任が日
常の子どもたちの様子を、分かり
やすく話しをしてくれ、子どもへの
声掛けの重要性や貴重な教訓を
学べることは、親として参考になっ
た。
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園児の様子を保護者や地域の方々に
伝える際は、友達語にならないように
気をつけることが大切。アピタや老人
会への訪問は、地域との交流を増や
し、子供達にとって良い刺激となって
いた。

天城連峰太鼓のクレームに関しては、
今後は慎重に対応をお願いしたい。特
に、クレームを最初に受けたのがPTA
のお手伝いの保護者ということもあり、
園門付近に先生も配置して対応する
必要がある。中田本町老人会との交
流は、普段お年寄りと接することの少
ない園児たちにとって良い刺激や温か
みを感じられる場になった。今後も地
域との交流を続け、お互いに助け合え
る関係性を保てれば良いと思う。

アピタ静岡でのイベント出演は、いつも
とは違う緊張感の中で子供達が堂々
と踊りを披露し、自信につながった。今
後も外部への出演機会があれば良
い。

参観会では、先生の解説付きで活動
の様子の映像を見ることができ、普段
の様子を知る良い機会となった。

地域の方々との交流を深めるために、
町内会などの結びつきを強く持つこと
に力を入れてきた。行事やイベントに
は子供達と一緒に参加することも検討
し、地域の絆をさらに強める努力を続
けていく。この取り組みにより、地域と
の関係性が一層豊かになり、互いに
支え合える環境づくりに貢献できてい
ると感じた。

情報提供
幼稚園に関する活動状況などに
関する情報発信を積極的に行う。

ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園メー
ルやICTシステムの活用による保
護者への情報提供と園との情報
交換

・ホームページやインスタグラムの
継続を図る。

・ICTシステムをフル活用し、安全
確保に努める。

・年間を通して様々な行事があり、
楽しいことがいっぱい詰まった幼
稚園であることを、今後もSNSを通
じて今まで以上に発信していく。

・教員がインスタグラム等で、園児
の様子をアップロードしてくれるこ
とは、日常の生活の様子がわか
り、保護者として評価したい。教室
の中の様子を見せてもらうことで、
今何が飾られているのか教室の
環境がわかり、他のクラスの様子
も知れて楽しく感じられた。また、
教員の熱いコメントも共有されて
いるので、その思いが保護者に伝
わった。
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インスタグラムやホームページでの情
報発信は、保護者が子ども達の日々
の様子を見る良い機会となっており、
子ども達も自分の写真が載ると喜んで
いる。また、未就園児や県外からの転
入を考えている方の参考にもなってい
る。

タブレットについては、アナログとデジ
タルの良さを活かしながら関わっても
らいたい。保護者としては、タブレット
で何をしているのか気になることもあ
る。

来年度導入するおうちえんは、写真が
鮮明に見られるため楽しみにしてい
る。先生方が撮る写真はカメラマンと
は異なる良さがあり、日常の一瞬を捉
えている。

現代の保護者向けに様々なアプリが
開発されている一方で、ペーパーでの
お便りも考慮するようにしている。デジ
タルとアナログの両方の良さを活かし
ながら、保護者にとって役立つ情報発
信を心掛けてほしい。この取り組みに
より、保護者とのコミュニケーションが
一層円滑になり、双方にとって便利で
あり続けると感じている。

総合評価 4


